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Cisco Unity Connection Web Inboxについて
Cisco Unity ConnectionWeb Inboxでは、ボイスメッセージ自体と受信したボイスメッセージの
開封確認を管理できます。新しいボイスメッセージの作成、受信したボイスメッセージの再

生、返信、転送、または削除ができます。

UnityConnectionでは、電話での録音および再生 (TRAP)を介してすべてのビデオメッセージを
再生するための追加機能を提供しています。この機能を使用すると、Unity Connectionで受信
された新しいビデオメッセージを再生できます。Unity Connection 12.5 (1)にアップグレードす
る前に受信されたビデオメッセージは、音声としてのみ再生されます。

インターネットブラウザを使用して http://<Cisco Unity Connection server>/inbox [英語]に移動
してWeb Inboxにアクセスします。（URLの大文字小文字は区別されます）。

Web InboxにアクセスするたびにWebアドレスを入力する必要がなくなるように、Web Inbox
の URLをブックマークします。

ワンポイントアドバイ

ス
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Web Inboxのコントロール

現在のページの情報を

更新します。

6新しいブラウザウィン

ドウまたはタブで

Messaging Assistantを
開きます。

ツールへの

アクセス権

がない場合

はこのボタ

ンは表示さ

れません。

（注）

1
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新しいボイスメッセー

ジを作成します。

7新しいブラウザウィン

ドウまたはタブで
Cisco Unity Connection
パーソナル着信転送

ルールWebツールを
開きます。

ツールへの

アクセス権

がない場合

はこのボタ

ンは表示さ

れません。

（注）

2

送信済みフォルダ内の

メッセージを表示また

は管理します。

8（表示のみ）サインイ

ンしているアカウン

ト。

3

削除済み項目フォルダ

内のメッセージを表示

または管理します。

9Web Inboxからサイン
アウトして [サインイ
ン]ページに戻りま
す。

4

受信トレイフォルダ内

のメッセージを表示ま

たは管理します。

10Web Inbox情報を表示
します。

5

[受信トレイフォルダのメッセージ]領域
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送信者とすべての受信

者に返信します。

7メッセージに緊急マー

クが付いていることを

示します。

1

メッセージを転送しま

す。

8メッセージにセキュア

のマークが付いている

ことを示します。

2

メッセージを未開封に

します。

9メッセージリストで

メッセージを選択する

と、メッセージが強調

表示され、メッセージ

オーディオのダウン

ロード、メッセージの

返信、転送などの追加

のコントロールが利用

可能になります。

3

メッセージオーディオ

を再生、または再生を

一時停止します。

10転送されたメッセージ

を選択すると、最初の

部分が再生されます。

元のメッセージがメッ

セージの最初の部分の

下に単独のインデント

されたエントリとして

表示されます。

4

メッセージを削除す

る。（管理者が削除さ

れたメッセージを一時

的に保存するように

メールボックスを設定

している場合は、この

操作によってメッセー

ジが削除済みフォルダ

に移動します）。

11右クリックをすること

で、メッセージオー

ディオをダウンロード

してコンピュータに

ファイルを保存できま

す（このオプション

は、セキュアのマーク

が付いたメッセージで

は利用できません）。

5

送信者にのみ返信しま

す。

6
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音声コントロール

Cisco Unity Connection
が、テキストボックス

に入力された、録音を

作成またはオーディオ

を再生する内線番号ま

たはURIでユーザを呼
び出します。電話機の

ハンドセットまたはス

ピーカーフォンで話し

たり聴くことができま

す。

3オーディオの再生音量

を変更します。（コン

ピュータが再生と録音

デバイスとして選択さ

れている場合にのみ利

用可能です）。

1

録音を作成またはオー

ディオを再生するため

に、コンピュータのマ

イクとスピーカまたは

他のデフォルトのオー

ディオデバイスを使用

して接続が行われま

す。

4フォルダ内のメッセー

ジ数が表示され、フォ

ルダ内に 25件を超え
るメッセージがある場

合はメッセージのペー

ジをスクロールしま

す。

2

Cisco Unity Connection Web Inbox
5

Cisco Unity Connection Web Inbox

音声コントロール



新しいメッセージの作成

メッセージをプライ

ベートにします。

8ユーザの名前の最初の

1つ以上の文字を入力
します（名、姓、また

はユーザ名）。
Cisco Unity Connection
が入力と一致する名前

のユーザを自動的に提

示します。

1

送信または保存せずに

メッセージを削除しま

す。

9[Cc受信者]フィールド
を開き、メッセージの

コピーを受け取る追加

の受信者を入力しま

す。

2

メッセージを送信しま

す。

10[Bcc受信者]フィール
ドを開き、メッセージ

のブラインドコピーを

受け取る追加の受信者

を入力します。

3
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録音モードでは、[録
音開始]を選択して、
電話機またはコン

ピュータのオーディオ

デバイスを使用しま

す。

アップロードモードで

は、[ファイルのアッ
プロード]（この図に
は表示されていませ

ん）を選択して、事前

録音済みのオーディオ

ファイルを使用しま

す。

11メッセージの開封確認

を要求します。

4

メッセージを緊急にし

ます。

12メッセージをセキュア

にします（メールボッ

クスの設定によって、

このオプションが利用

できなかったりすでに

選択されている場合が

あります）。

5

メッセージの件名を入

力します。

13アップロードモードを

選択します。

6

録音モードを選択しま

す。

7

新規メッセージの作成中にMozilla FireFoxブラウザでセキュリティアラートが表示される場
合は、今後アラートが表示されないように [証明書の表示]をクリックして証明書をインストー
ルします。

（注）
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削除済みフォルダ

右クリックをすること

で、メッセージオー

ディオをダウンロード

してコンピュータに

ファイルを保存できま

す（このオプションは

セキュリティで保護さ

れたメッセージでは利

用できません）。

3削除済みフォルダ内の

すべてのアイテムを完

全に削除します。

1

選択されたメッセージ

を受信トレイフォルダ

に戻します。

2
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送信済みフォルダ

メッセージを転送しま

す。

4右クリックをすること

で、メッセージオー

ディオをダウンロード

してコンピュータに

ファイルを保存できま

す（このオプションは

セキュリティで保護さ

れたメッセージでは利

用できません）。

1

メッセージを完全に削

除します（送信済み

メッセージは、削除済

みフォルダに移動され

ません）。

5送信者にのみ返信しま

す。

2

メッセージを未開封に

します。

6送信者とすべての受信

者に返信します。

3

Web Inboxを使用するための各種設定
IPv6の場合、異なる OSでWeb Inboxにアクセスするには、すべてのブラウザで次の項に示す
手順を実行する必要があります。次の項を参照してください。

Firefox 3.6を使用してMACオペレーティングシステムでWeb Inboxを開く （10ページ）
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Safariを使用してMACオペレーティングシステムでWeb Inboxからメッセージを再生する （
11ページ）

Chromeでの [録音開始]ボタンの有効化 （11ページ）

Firefoxでの [録音開始]ボタンの有効化 （12ページ）

Internet Explorerでの [録音開始]ボタンの有効化 （12ページ）

上記の項に示す手順は、各 Connectionサーバで最初だけ実行する必要があります。（注）

Firefox 3.6を使用してMACオペレーティングシステムでWeb Inboxを
開く

ステップ 1 アドレスバーに IPv6アドレスを入力してWeb Inboxを開きます。接続の構文を次に示します。

構文

https://<Connection_ipv6_address>/inbox

ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 2 [証明書を表示]ボタンをクリックします。

ステップ 3 ["<Connection_ip>"への接続時は常に"<Connection_hostname>"を信頼する]チェックボックスをオンにし
ます。

ステップ 4 [信頼する]を展開し、[この証明書を使用する場合]ドロップダウンリストから [常に信頼する]を選択しま
す。

ステップ 5 [ルート証明書（Certificate Root）]証明書をデスクトップにドラッグします。

ステップ 6 [ルート証明書（Certificate Root）]をキーチェーンアクセスにドラッグします。

ステップ 7 [証明書のルート]をダブルクリックします。ポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 8 Firefox 3.6を使用してWeb Inboxを開くには、[常に信頼する]ボタンをクリックします。

上記に示す手順は、各 Connectionサーバで最初だけ実行する必要があります。（注）
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Safariを使用してMACオペレーティングシステムでWeb Inboxから
メッセージを再生する

ステップ 1 再生したいボイスメールの「message.wav」ファイルを右クリックして、[新しいタブで開く]を選択しま
す。[認証]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 2 [認証]ダイアログボックスにユーザのログイン情報を入力します。

[認証]ダイアログボックスの [このパスワードを記憶]チェックボックスをオンにし、WebInboxでメッセー
ジを再生するときにエラーが発生しないようにします。

ステップ 3 Web Inboxの再生ボタンをクリックします。新しいポップアップウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ポップアップウィンドウで [常に信頼する]を選択します。

ステップ 5 Web Inboxの再生ボタンをクリックしてメッセージを再生します。

Chromeでの [録音開始]ボタンの有効化

ステップ 1 アドレスバーにWeb Inboxの URLを入力します。

ステップ 2 アドレスバーの一番左端にあるロックアイコンをクリックします。ポップアップウィンドウが表示され

ます。

ステップ 3 ポップアップウィンドウの [証明書情報]をクリックします。[証明書（Certificate）]ダイアログボック
スが表示されます。

ステップ 4 [証明書]ダイアログボックスの [詳細]タブをクリックします。

ステップ 5 [ファイルにコピー]ボタンをクリックします。[証明書のエクスポートウィザード（Certificate Import
Wizard）]が表示されます。

ステップ 6 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 7 証明書をエクスポートする場所に移動します。

ステップ 8 [OK]をクリックします。証明書のエクスポートが正常に行われたことを確認するダイアログボックスが
表示されます。

ステップ 9 [OK]をクリックします。

ステップ 10 Chromeブラウザの一番右端にある [設定]アイコンをクリックします。[設定]ページが表示されます。

ステップ 11 [設定]ページの左側のペインで [詳細設定]オプションをクリックします。

ステップ 12 [証明書の管理（Managecertificates）]をクリックします。[証明書]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 13 [中間証明機関]タブをクリックします。

ステップ 14 [インポート（Import）]をクリックします。[証明書インポートウィザード]が起動します。

ステップ 15 証明書をエクスポートした場所に移動して、[証明書]を選択します。

ステップ 16 [開く（Open）]をクリックします。証明書のインポートが正常に行われたことを確認するダイアログボッ
クスが表示されます。
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Safariを使用してMACオペレーティングシステムでWeb Inboxからメッセージを再生する



ステップ 17 [OK]をクリックします。

ステップ 18 アドレスバーにWeb Inboxの URLを入力します。

ステップ 19 ボイスメールの送信時に、[録音開始]ボタンが有効になっていることを確認します。

Firefoxでの [録音開始]ボタンの有効化

ステップ 1 Firefoxブラウザを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [オプション（Options）]をクリックします。

ステップ 3 [セキュリティ]タブをクリックします。

ステップ 4 [セキュリティ]タブの最初のセクションにある [例外]をクリックします。[許可されたサイト -アドオンイ
ンストール]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [Webサイトのアドレス]フィールドに接続のホスト名を入力します。

Internet Explorerでの [録音開始]ボタンの有効化

ステップ 1 Internet Explorerブラウザを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [インターネットオプション（Internet Options）]をクリックします。

ステップ 3 [セキュリティ]タブをクリックします。

ステップ 4 [セキュリティ設定を表示または変更するゾーンを選択してください]セクションで [信頼済みサイト]をク
リックします。

ステップ 5 [サイト（Sites）]をクリックします。

ステップ 6 [このWebサイトをゾーンに追加する]フィールドに接続 URLを入力します。
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Firefoxでの [録音開始]ボタンの有効化
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